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①  研修の日時 

７月 ２１日 （木 ）、２５日 （月 ）  

８月 ２日 （火 ）、３日 （水 ）、９日 （火 ）、２６日 （ 金 ）  の ６日  

※いずれも研 修 時 間 は、９時 ～１７時  

  ※７月 １５日 に 他 の業 務 での 大 田 出 張 の際 に 事 前 打 ち合 わせ 

 

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

 【基本編】 

9:00～ 9:30 出勤、子どもたちとの遊び 

9:30～10:00 <自習時間>  

夏休みの宿題や自学、読書など静かに過ごす時間 

わからないところや間違っているところは、助言・指導 

10:00～10:30 <おやつタイム> 

           一つの部屋に集まり、出席児童の点呼・お祈りの後、おやつをいただく。 

  10:30～12:00 <あそび・プール> 

           プールがある日は、園庭にある大型ビニールプールで水遊び。 

子どもたちの見守りと入水前のシャワー（ホースで水かけ）など。 

プールのない日やプールが終わった後は、子どもたちを見守りながらの遊び相

手。 

  12:00～13:00 <お弁当> 

           持参したお弁当を食べながら子どもたちとの会話。体力を使わないため心身と

もに安らぐ時間。 

  13:00～15:00 <あそび・プール> 

           午前中に同じ。また、プールの簡単な清掃やシート掛け。 

  15:00～15:30 <おやつタイム> 

           一つの部屋に集まり、お祈りの後、おやつをいただく。 

  15:30～17:00 <あそび・その他作業> 

           子どもたちを見守りながらの遊び相手。 

           プールの水抜きをする日は、水抜き作業と清掃。 

【特別編】 

 ○森のお話と紙芝居（７月２５日のみ。15:00～15:30） 

  林業課と仕事柄、せっかくの機会なので、森の持つ機能と保全の大切さについての学びの



 

 

時間を設けていただいた。 紙芝居「みーもくんの冒険」や「森づくりすごろく」を使い、分かり

やすく（たぶん）、子どもたちにお話しをした。 

 ○さんべ １ＤＡＹ camp（８月２６日終日） 

   児童クラブで企画された夏休みのイベント。 

朝、マイクロバスや乗用車に分乗し、三瓶こもれびの広場木工館と青年の家へ。２班に分

かれ、木工館では、さかなつり、輪ゴム鉄砲、サイコロカレンダー、貯金箱などの木工工作を

体験。青年の家では、木製の積み木「カプラ」を使っての創作活動を行った。 

   その後、三瓶自然館サヒメルの観覧を行った。 

 

③  研 修 の 感 想  

就 学 前 の 待 機 児 童 問 題 は都 市 部 を中 心 に 社 会 問 題 となっていま すが 、核 家 族 化  

が 進 み、家 庭 や地 域 で子 どもたちを見 守 り、 育 む機 会 が 少 なくなっていることを考 えると

、就 学 前 の 子 供 たちだ けでなく、小 学 校 に 入 学 した後 の 子 どもたちが 、放 課 後 に 安 心 し

て過 ごせる場 所 の 確 保 も同 じように 重 要 な 問 題 であると実 感 しました。 

大 田 ルーテル・ラブリー 児 童 クラブは、2002年 に 閉 園 した大 田 ルーテル幼 稚 園 の 旧

園 舎 を利 用 して 運 営 されていま す。スタッフの 方 の お話 では、ラブリー児 童 クラブは、大

田 ルーテル幼 稚 園 閉 園 後 、保 育 士 経 験 を 持 つ方 など数 名 の 有 志 に より、活 動 を始 め

られたとの こと。当 初 はスタッフの 方 もほぼボランティア同 様 の わずかな賃 金 で運 営 されて

いたそうです。 

Ｎ ＰＯ法 人 を設 立 して 、児 童 クラブとして運 営 することとなったの は、2010年 からの よう

ですが 、ルーテル教 会 の 牧 師 さんが 都 会 の大 手 企 業 を早 期 退 職 され、大 田 に 戻 ってこ

られ、法 人 化 し 、行 政 の 支 援 も受 けられるように なり、運 営 的 に も安 定 してきたとの こと。

牧 師 さんに 経 験 や知 識 が あったため、慣 れていないと難 しいような 各 種 の 申 請 手 続 きや

調 整 もどんどん進 んだ そうです。 

県 職 員 も地 域 で活 躍 することが 求 められていま す。職 種 、職 務 に より個 々の 得 意 分

野 は様 々だ とは思 いますが 、事 務 職 では法 令 に 基 づく手 続 き関 係 や助 成 金 ・補 助 金

等 の 事 務 処 理 、市 町 村 等 行 政 関 係 機 関 と の 調 整 などで、地 域 で活 動 しておられる方

々の お手 伝 いができる部 分 は多 いと思 いま す。 

今 回 の Ｎ ＰＯ等 短 期 派 遣 研 修 もその 一 つですが 、積 極 的 に 地 域 の 方 々と関 わる機

会 を持 ち、些 細 なこと からでも自 分 に できることをできる範 囲 でやっていくよう心 掛 けたい

と感 じた研 修 でした。 

それぞれの 子 どもの 家 庭 状 況 等 含 め、一 人 一 人 の 子 どもを理 解 し 、日 々適 切 な指

導 を行 っておられるスタッフの みなさん。私 は数 日 の 研 修 でしたが 、毎 日 の ことだ とご苦

労 も多 いことと思 います。そんな中 、研 修 を 受 け入 れていただ き、あたたかく対 応 していた

だ き、心 から感 謝 いたしま す。 

 

④ その他特記事項  

子どもの家庭環境は様々です。 あまり踏み込みすぎたり、先入観をもってもいけないとは思い

ますが、子どもたちのある程度の情報は支障のない程度でお聞きして、頭に入れておいた方がい

いのかなぁ、と思う場面もありました。  

 



       

自由時間（この写真は、朝の静かに勉強をしたり、遊ぶ時間） 
 

    

園舎とプール           午後のおやつ（この日はスイカ） 
 

     

        「みーも、みーなの森づくりすごろく」で遊ぶ子どもたち 
 

    

8 月 9 日は原爆のお話              防火訓練の日 
 



    

  さんべ１day camp の出発前          さんべの木工館で工作（1） 
 
 

  

  さんべの木工館で工作（2） 


